














































図１　Hi-net システムで決定された、3月11日以降 1 か月間
に発生した地震（マグニチュード3 以上）の震源分布図。












チボール” 1 個 1 個が、地震の震源位置と発震
機構を表していますが、本震発生後の期間はそ
のタイプによってさらに2つに分けて図に示し
ました。
　これを見ると、まず前震から本震にかけての
地震は、本震の震源近くの場所で、プレート
境界がずれ動くタイプ（プレート境界型）の地
震が多かったことが分かります（図 2(a)）。一
方、本震発生後では、同様なプレート境界型の
地震は、本震時に大きくずれ動いた部分を避け
るように、その周辺の領域で発生しています（図
2(b)）。これは、プレート境界の本震震源域で
はほとんどの歪が本震で解放されたために、も
はや余震を起こす歪が残っていないことを示す
と考えられます。さらに、その他の地震はプレー
ト境界よりも浅い陸側プレート内や日本海溝よ
り東側で、水平に引っ張られるような力で発生
する（正断層型）地震が多いことが分かりまし
た。上記のようにプレート内の力のバランスが
本震で変化したためにこれらの余震が発生して
いると考えられます。
　私たちは、今回の地震で得られた貴重な記録
を、このような超巨大地震やその後の余震・誘
発地震の発生メカニズムを解明する研究に役立
てていきます。
図２　地震の発震機構の分布。(a) 3月9日の前震から3月11日の本震前まで、(b)(c) 3月11日から4月21日までの地震を示しています。
(b) は本震と同様なプレート境界で発生したと考えられる余震、(c) はそれ以外の地震を示します。津波の記録から推定した、地震
直後の津波の波高分布をコンターで表示していますが、これは本震のおおよその震源域の広がりを表しています。
